
 
 

平成２２年度 第５回 地域密着型専門委員会 会議要旨  
 
 
１ 議題 

・議 事 
（１） 認知症対応型共同生活介護（グループホーム）公募審査について 

 
２ 開催日時 

平成２３年３月１４日（月）１８：００～２１：２０ 
 
４ 開催場所 

本庁舎９階 ９１会議室 
 
５ 出席者名 
   委 員  中村委員長、伊藤委員、小川委員、中野委員、野村委員、丸林委員 
   事務局  介護保険・健康づくり担当部長、事業者支援担当課長  
        介護保険課長、他５名 
 
６ 会議の非公開理由 

委員会は、不開示情報 (北九州市情報公開条例第 7 条)に該当する事項について意
見交換するため、非公開とする。 

 
７ 議事の概要 
議事１ グループホーム公募審査について 
（１） 事務局説明 

・応募状況及び評価基準、配点、最低基準点について説明。 
・応募締切時点では、１７法人からの応募があったが、２法人は、途中辞退。 
１５法人については、基本項目の審査結果はいずれも「適」。 
・グループホーム公募について応募があった各法人について説明。 

 
（２） 委員意見 

（１） について検討を行った結果、評価点上位の４法人について、次の意見があっ 
た。 
①提案の早期実現に向け、十分な組織体制を整えるとともに、開設を安全・円滑 
に行うため、施設全体として、事前の職員研修等の準備を徹底すること。また、 
職員のキャリアアップを図るため、支援の取組みを一層充実させること。 
②ターミナルケアについては、今後、医療機関との連携を強化し、増加する需要に
応えてほしい。 
③提案に記載した内容は必ず実践してほしい。 
 

 



 
④おむすび建築について回廊式になっているため、認知症の利用者は自分の位置が
分からない、ということがある。家具の配置を工夫するなどして閉鎖的な空間にな
らないようにすること、また居室の前に利用者が自分の居室であることを認識でき
る工夫をすること。 
⑤サービスの質の向上策について、認知症ケアの専門性が求められる介護サービス
事業所としてさらに充実を図ってほしい。 
⑥これまでほぼ同じ提案内容で複数回にわたり応募しているが、その都度既存事業
所の実績に基づいて、工夫してきたことや改善すべきところを反映した内容にして
ほしい。 
 

（３） 審査結果について 
グループホーム公募審査について４事業所を選定。 
 

 


